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災
害
の

市
で
は
去
る
七
月
末
の
豪
雨
で
被
害
が
続
出
し
た
た
め
、
八
月

七
日
急
施
臨
時
市
議
会
を
開
き
、
百
二
十
二
万
円
の
災
害
復
旧

追
加
予
算
案
を
上
程
、
こ
れ
が
応
急
対
策
の
措
置
を
と
っ
た
．

今
回
災
害
復
旧
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
は
七
月
二
十
七
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
ら

八
月
四
日
ま
で
に
調
査
確
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
土
木
関
係
の
被
害
額
は
約
二
百
万

円
に
及
び
、
こ
れ
が
対
策
費
と
し
て

工
嚢
頭
百
七
万
円
計
上
、
農
藁
土
木

関
係
に
お
い
て
は
そ
の
被
害
額
三
百

九
十
三
万
五
千
円
に
達
し
、
こ
れ
が

緊
急
対
策
と
し
て
工
學
費
八
十
一
万

三
千
円
、
市
補
助
二
十
一
万
九
千
五

百
十
円
が
認
め
ら
れ
追
加
予
算
百
二

十
二
万
円
也
が
司
決
さ
れ
ま
し
た
．

主
な
被
富
箇
所
並
び
対
策
に
つ
い
て

は
大
要
次
の
と
お
り
で
す
．

　
土
木
関
係

　
河
川
・
道
路
及
び
橋
架
の
被
害
は

措
置
講
ず

、￥￥￥￥￥＼＼￥x￥＼＼￥￥xxxx

極
め
て
大
き
く
、
橋
に
つ
い
て
は
川

・
治
川
に
か
、
る
延
長
十
七
メ
ー
ト
ル

・
巾
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
水
上
橋
（
北

新
田
橋
）
が
流
出
し
た
た
め
、
応
急

的
に
仮
橋
を
建
設
す
る
ほ
か
、
被
害

を
受
け
た
市
内
の
七
つ
の
橋
の
破
損

を
復
旧
．

　
市
道
に
つ
い
て
は
六
箇
線
が
十
数

カ
所
に
及
び
、
崩
土
と
路
面
決
壊
を

起
し
、
ニ
ツ
屋
か
ら
峠
ま
で
六
キ
ロ

の
間
が
自
動
車
の
交
通
不
能
と
な
り

下
条
上
貫
線
で
は
四
カ
所
路
面
決

壊
を
起
し
、
仙
ノ
山
か
ら
奥
地
の
慶

薄幸に甘んじ
苦境を越えた小

1鰯福林
鴇鱒祉イ

ト
さ
ん

　
　
福
祉
大
会
で
表
彰
さ
る

第
七
回
中
魚
沼
郡
、
十
日
町
市
社
会
福
祉
大
会
が
去
る
八
月

五
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
上
昭
和
町
小
林
イ
ト
さ
ん

が
善
良
な
る
主
婦
と
し
て
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
．

イ
ト
さ
ん
は
去
る
昭
和
五
年
市
内
の

小
林
伊
作
さ
ん
に
嫁
ぎ
円
満
の
一
家

を
礎
い
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
夫

が
廿
九
年
九
弓
中
風
に
て
倒
れ
全
身

不
随
と
な
り
ま
し
た
。
不
自
由
な
夫

を
世
話
す
る
か
た
わ
ら
当
時
五
八
の

子
供
を
抱
え
て
、
五
反
歩
の
田
畑
を

耕
作
し
、
長
女
カ
ズ
井
さ
ん
と
二
女

ヤ
イ
子
さ
ん
を
寝
派
に
嫁
が
せ
、
こ

の
間
こ
の
よ
う
な
薄
幸
な
境
隅
を
克

服
し
、
婦
八
会
の
役
員
も
数
年
勤
め

わ
す
か
な
が
ら
も
卒
先
供
米
は
完
納

す
る
な
ど
よ
く
働
き
ま
し
た
。
現
任

な
お
病
夫
を
抱
え
て
一
家
の
柱
と
な

っ
て
、
明
る
い
光
を
求
め
て
一
生
懸

命
働
い
て
お
り
ま
す
。

地
、
二
子
部
落
間
五
キ
ロ
は
大
型
目

動
車
が
不
通
。
赤
倉
紛
も
五
カ
所
崩

壊
し
て
津
池
か
ら
赤
倉
間
四
キ
ロ
は

大
型
自
動
車
の
交
通
が
途
絶
し
て
お

り
、
そ
の
他
の
而
道
も
含
め
二
十
九

カ
所
の
道
路
破
損
が
発
生
し
ま
し
た

以
上
こ
れ
等
を
復
旧
。

　
嚢
業
土
木
関
係

用
水
路
、
頭
首
工
の
被
害
が
も
っ
と

今月の納税

市民視（第2期）
国民健康保険料（第3期）

　　（本算定）

　納期限は8月末日

も
多
く
、
目
下
、
出
穂
期
を
む
か
え

て
の
重
要
時
期
で
も
あ
り
一
日
も
ゆ

る
が
せ
に
で
き
な
い
状
態
に
あ
り
、

水
路
関
係
で
は
川
治
大
堰
の
燧
道
落

盤
埋
没
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
・
頭
首
工

の
側
壁
並
び
に
水
た
、
き
が
破
損
し

（
受
益
面
積
約
三
十
町
歩
）
の
水
路

が
使
用
不
能
と
な
り
、
巫
六
箇
麻
畑

山
谷
の
頭
首
工
が
そ
れ
ぐ
流
失
、

水
路
も
決
壊
（
受
益
面
積
十
四
町

歩
）
そ
の
他
十
一
件
の
災
害
が
発
生

こ
れ
等
を
復
旧
．

　
農
道
関
係
で
は
、
猿
倉
農
道
の
橋

梨
流
失
、
そ
の
他
六
件
の
被
害
が
発

生
、
．
こ
れ
等
を
復
旧
す
る
。
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市
議
の
選
器
は

小
選
挙
区
制
廃
止

　
去
る
七
月
二
士
一
百
第
五
回
市
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
議
員
発
議
で
、

十
日
酊
市
議
会
議
員
選
挙
区
に
つ
い

て
従
来
の
小
選
挙
区
制
の
条
例
廃
止

の
条
例
案
が
上
程
可
決
さ
れ
ま
し
た

　
市
議
会
議
員
は
各
地
区
代
表
と
い

う
今
ま
で
の
小
選
挙
区
制
の
選
挙
の

在
り
方
を
一
変
し
て
今
回
こ
の
廃
止

条
例
の
制
定
に
よ
り
今
後
は
大
選
挙

区
制
と
な
る
わ
け
で
す
。
従
っ
て
明

春
施
行
さ
れ
ま
す
市
議
会
議
員
選
挙

か
ら
市
内
全
域
を
一
つ
に
し
た
大
選

挙
区
で
三
〇
名
の
議
員
の
選
挙
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
こ
の
可
決
さ
れ
ま
し
た
「
十
日
町

市
議
会
議
員
選
挙
区
設
置
並
に
議
員

配
当
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」
は
十

月
一
日
よ
り
施
行
と
な
り
ま
す
。

み
ん
な
の
手
で

み
ん
な
の
道
路
を

　
　
　
守
り
ま
し
よ
う

水上橋流矢のあと

　
田
中
町
の
酊
内
で

は
田
中
本
通
り
の
道

路
は
み
ん
な
で
守
ろ

う
と
属
託
員
さ
ん
の

提
し
よ
う
で
道
路
愛

護
が
行
き
と
ど
い
て

お
り
ま
す
．

去
る
八
月
四
日
上

水
道
工
事
で
道
路
を

掘
り
割
り
ま
し
た
が

一
時
で
も
変
通
の
不

便
は
生
活
の
損
失
と

日
頃
の
モ
ッ
ト
ー
で

小貫橋右岸橋台沈下
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即
日
こ
れ
が
埋
戻
し
に
町
内
老
若
男
な
い
市
の
現
状
で
す
．
各
町
内
、
部

女
シ
ャ
ベ
ル
・
ジ
ョ
リ
ン
を
手
に
手
落
共
わ
ず
か
の
自
分
の
前
の
凸
凹
は

に
せ
っ
せ
と
道
路
復
旧
が
な
さ
れ
ま
一
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
う
す
め
る

し
た
．
凸
凹
の
道
路
は
か
し
こ
に
あ
｝
よ
う
み
ん
な
で
心
が
け
ま
し
よ
う
．

り
ま
す
が
、
な
か
な
か
手
の
と
ど
か
、

ス
リ
に
ご
用
心

　
　
　
　
　
　
　
諏
訪

　
四
年
続
き
の
豊
作
が
約
束
さ
れ
、

申
分
の
な
い
モ
候
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　
恒
例
の
諏
訪
神
社
天
祭
が
近
す
き

ま
し
た
が
、
例
年
の
通
り
「
ヤ
シ
」

も
相
当
来
市
す
る
乙
と
と
思
い
ま

す
。
叉
、
ス
リ
や
暴
力
聞
等
が
中
央

の
暴
力
一
斉
取
締
り
に
ょ
っ
て
、
多

数
地
方
に
流
れ
こ
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
次
の
乙
と
に
よ
く
注

意
し
て
楽
し
い
お
祭
り
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　
注
意
事
項

①
外
出
す
る
と
き
は
火
の
用
心
と
戸

　
締
を
第
一
に
。
特
に
自
転
車
の
鍵

　
は
し
っ
か
り
と
か
け
て
お
き
ま
し

　
よ
う
。

②
い
ろ
い
ろ
の
イ
ン
チ
キ
商
品
に
は

サ
マ
祭
り

　
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
。
例
え
ぱ

　
ズ
ボ
ン
の
た
た
き
売
、
反
物
の
た

　
た
き
売
、
万
年
筆
ク
ジ
、
飴
売
ク

　
ジ
、
五
目
並
べ
、
詰
将
棋
。

・
③
ス
リ
に
特
に
注
意
し
て
下
さ
い
．

　
八
ご
み
の
と
こ
ろ
が
一
番
危
険
で

　
す
。

④
お
ど
し
、
た
か
り
、
ゆ
す
り
な
ど

　
に
注
意
し
て
下
さ
い
．

、
⑤
被
書
に
か
か
っ
た
ら
す
ぐ
警
察
へ

．
⑥
八
は
右
側
、
璽
馬
は
左
側
を
通
り

　
ま
し
よ
う
．

⑦
お
子
さ
ん
を
迷
子
に
し
な
い
よ
う

　
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

－
⑧
花
火
打
揚
げ
の
場
所
に
は
係
の
外

　
近
寄
ら
な
い
こ
と
。

一
⑨
夜
間
、
婦
女
子
の
一
人
歩
き
は
キ

　
ケ
ン
で
す
。

暑
中
御
見
舞
申
上
げ
ま
す

市
　
長

議
会
嚢

外樋外山

議口職
　　　口
員政員

　　　孝
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⑩
食
物
、
飲
食
物
に
も
注
意
し
ま
し
一
よ
う
．

赤
ち
や
ん
の
し
お
り

　
　
　
　
く
ろ
病
の
検
診
を

　
市
で
は
今
回
別
表
の
ど
お
り
く
る

病
の
検
診
と
、
第
八
回
新
潟
県
赤
ち

ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
の
予
選
を
あ
わ
せ

て
行
な
い
ま
す
．
あ
な
た
の
赤
ち
ゃ

ん
を
く
る
病
か
ら
守
り
健
康
に
育
て

ま
し
よ
う
。

　
く
る
病
検
診

く
る
病
は
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
く

る
病
は
ビ
タ
ミ
ン
D
の
欠
亡
症
で
日

本
人
に
多
く
、
特
に
本
県
は
豪
雪
地

帯
で
日
照
時
間
が
少
な
い
の
で
発
病

が
多
く
、
風
土
病
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
．
今
回
厚
生
省
の
方
針
に
よ
り

県
で
指
定
さ
れ
て
行
わ
れ
る
も
の
で

す
．▽

症
状
顔
色
が
青
臼
く
な
う
た
り

後
頭
部
に
汗
を
か
く
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
あ
ま
り
目
だ
っ
た
も
の
で
な

い
た
め
、
気
が
つ
か
な
い
お
母
さ
ん

が
多
い
様
で
す
。
や
が
て
運
動
の
発

逮
が
お
く
れ
る
ほ
か
、
い
ろ
く
の

と
こ
ろ
に
異
常
が
現
れ
て
き
ま
す
。

背
骨
が
横
に
曲
っ
た
り
、
前
か
が
み

に
な
っ
た
り
、
脚
が
曲
っ
て
膝
の
あ

わ
さ
ら
な
い
O
脚
に
な
っ
た
り
、
反
噌

対
に
膝
が
あ
わ
さ
っ
て
足
先
が
あ
わ

な
い
X
脚
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

（
た
だ
し
こ
れ
は
一
年
以
上
の
子
に

つ
い
て
の
話
で
、
一
年
未
満
の
子
は

健
康
で
も
軽
か
O
脚
で
す
か
危
誤
解

の
な
い
よ
う
に
）
こ
の
よ
う
な
く
る

厨
を
放
，
て
お
く
と
、
大
き
く
な
っ

て
も
治
ら
な
い
骨
の
奇
形
が
残
り
ま

く
て
も
、
肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器
の
病

気
や
、
百
日
咳
、
結
棲
な
ど
の
伝
染

病
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
く
な
り
、

く
る
病
の
子
が
こ
れ
ら
の
病
気
に
か

か
る
と
重
く
な
り
や
す
く
、
危
険
な

の
で
す
。

▽
対
象
乳
幼
児
で
満
二
才
ま
で
の

も
の
（
昭
和
三
十
一
年
八
月
以
降
に

生
れ
た
も
の
）
に
つ
い
て
行
な
い
ま

す
。▽

検
診
の
方
法
　
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

に
よ
り
「
専
門
医
」
が
診
断
し
て
外

部
診
断
で
わ
か
ら
な
い
も
霧
、
判
一

定
し
ま
す
．

▽
料
金
　
三
十
円
を
い
た
だ
き
ま
す

あ
か
ち
や
ん
コ
ン
ク
ー
ル

く
る
病
の
検
診
と
あ
わ
せ
て
県
予
選

す
し
、
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
も
の
で
な
一
九
隠

　
●
0
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を
行
い
ま
す
。
昭
和
三
十
二
年
九
月

一
日
よ
り
三
十
三
年
二
月
二
十
八
日

ま
で
に
生
れ
た
も
の
に
つ
い
て
検
診

の
結
果
・
上
位
よ
り
男
女
各
十
二
・

三
名
を
九
月
十
一
日
市
役
所
で
行
う

保
健
所
の
第
二
次
予
選
に
推
薦
し
ま

す
。
第
二
次
審
査
の
結
果
、
第
一
位

の
男
女
各
一
名
を
十
月
四
日
の
喋
審

査
に
選
出
す
る
こ
ど
に
な
っ
て
い
ま

す
．

実
施
日
程

▽
吉
田
野
吉
田
出
張
所
（
十
八
日
午

　前十

時
－
正
午
、
一
ー
四
時
）

　
吉
田
地
区
全
地
区

▽
六
箇
、
川
治
韮
川
治
公
禺
舘
ズ
十

　
九
日
十
ー
十
二
将
、
一
時
半
ー
四

　
時
）
六
箇
、
八
箇
地
区

マ
川
塗
川
墾
民
舘
（
二
＋
早

　
－
十
二
時
、
一
時
半
ー
四
時
）

　
川
治
平
場

▽
下
条
”
下
条
公
民
舘
（
二
十
一
日

　
十
－
十
二
時
、
二
ー
四
時
）
下
条

　
全
地
区

▽
飛
渡
㎜
飛
一
小
学
校
（
二
十
二
日

　
十
ー
十
二
時
、
一
時
半
ー
三
時
）

　
飛
渡
全
地
区

▽
中
条
“
中
条
出
張
所
（
二
十
五
日

　
十
ー
十
二
時
、
一
時
半
－
三
時
）

　
中
条
平
場
（
太
子
堂
ー
市
の
沢
）

▽
十
日
町
”
市
役
所
（
二
十
八
日
、

　
二
十
九
日
、
三
十
日
十
ー
十
二
時

　
一
時
半
－
三
時
）
十
日
町
全
地
区

　
及
新
座
、
大
井
田

」
層
雪
…
』
ミ
』
L
層
雪
L
嘱
」
』

美
佐
島
地
区
婦
人
会

の
活
動

美
佐
島
地
区
婦
人
会
で
は
健
康
で
立

派
な
こ
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
・
み

ん
な
の
悩
み
や
疑
間
を
出
し
あ
っ
て

よ
い
子
を
育
て
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
・
考
え
よ
う
と
八
月
十
八
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
軽
沢

分
校
で
次
の
よ
う
な
研
修
会
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
受
付

κん

楽
し
い
盆
踊
り
の
季
節
が
ま
い
り
ま
し
た
。
盆
踊
り
は
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
あ
た
ら

し
い
罠
踊
が
青
年
学
級
、
婦
人
会
、
青
年
団
等
で
非
常
に
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
．
郷
土

の
だ
れ
も
が
肉
声
に
ょ
る
長
い
伝
統
と
歴
史
を
持
つ
郷
土
民
踊
を
思
い
出
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
．
と
な
り
の
群
馬
県
で
は
郷
土
の
民
踊
が
盛
ん
で
今
年
も
若
い
人
達
に
ょ

っ
て
5
り
盛
大
に
進
展
し
て
い
ま
す
．
幼
少
の
頃
の
思
い
出
を
い
だ
い
て
、
年
に
一
度
の
盆

踊
り
を
楽
し
み
に
帰
郷
さ
れ
る
方
々
も
少
く
な
添
こ
と
と
思
い
ま
す
。
郷
人
の
若
い
入
達
の

愛
着
を
感
じ
る
盆
踊
り
は
明
る
い
市
民
の
集
ま
り
と
し
て
、
年
に
一
度
の
楽
し
い
も
の
の
一

つ
で
す
。
皆
様
そ
ろ
っ
て
踊
し
ま
し
よ
う
。
全
市
の
盆
踊
り
の
日
程
を
お
瓢
ら
せ
い
た
し
ま
す

◆
十
四
日
　
中
条
地
区
（
自
条
小
学
校
八
ー
十
一
時
ま
で
）
十
日
町
地
区
（
四
ッ
宮
公
園

　
七
ー
十
時
ま
で
）
◆
十
五
日
川
治
賄
区
（
川
治
小
学
校
八
ー
十
時
ま
で
）
中
条
地
区

　
（
中
条
小
学
校
八
ー
十
一
時
ま
で
）
十
日
町
地
区
（
十
日
町
小
学
校
八
ー
十
時
ま
で
）

駄
＋
六
日
飛
渡
地

区
（
飛
渡
第
一

小
学
校
八
ー
＋

　
一
時
ま
で
）

　
山
ハ
箇
地
区
（
ふ
ハ

箇
中
学
校
七
時

半
－
八
時
ま

で
）
＋
日
町
地

区
（
四
ツ
富
公

園
七
ー
†
時
ま

廼
）
◆
＋
七
日

　
吉
田
地
区
（
吉

田
小
学
校
八
ー

＋
時
半
ま
で
）

十
時
開
会
、
眼
画
（
腕
自
R
記
）

＋
時
四
十
分
ゲ
ー
ム

十
一
時
　
部
会
に
分
れ
で
話
し
含
い

　
　
　
　
（
幼
児
、
小
中
学
生
、
青

　
　
　
年
）

士
蒔
中
食

一
時
部
会
の
話
し
含
い
の
つ
づ
き

二
時
　
発
表
と
指
導
（
助
言
者
）

三
時
五
分
閉
会

　
▽
話
し
あ
い
の
部
会
△

　
第
一
部
会
　
乳
幼
児
の
こ
と

　
第
二
部
会
小
、
中
学
生
の
こ
と

　
第
三
部
会
青
年
の
こ
と

　
ム
▲
置
饗
▼
●
馨
了土木工事

　
竣
　
　
工
　
▽
川
治
田
中
瞭
側
溝

改
良
…
＝
冠
米
▽
栗
の
木
田
橋
改

修
…
橋
台
コ
ン
ク
リ
ー
ト
仕
立
▽
水

上
橋
仮
橋
架
設
（
北
新
田
橋
）
…
一

二
・
三
X
二
米
▽
関
口
樋
口
酊
側

溝
改
良
…
一
二
六
米
▽
学
校
町
潰
路

改
良
…
一
二
〇
×
五
米
▽
泉
町
麦
線

側
溝
改
良
…
六
一
米
▽
高
校
裏
側
溝

改
良
…
六
〇
米

　
清
　
　
工
　
▽
六
箇
線
消
路
改
良

…
待
避
所
（
九
月
）
▽
川
原
町
北
原

線
（
中
町
地
区
）
遵
路
改
良
・
・
．
一
一

〇
×
六
米
（
八
月
）
▽
池
の
平
橋
架

橋
工
事
一
四
・
五
X
四
米
（
十
月
）

▽
川
治
中
学
校
牛
徒
寄
宿
舎
建
設
四

・
五
×
一
二
聞
（
九
月
）

　
　
　
※
　
（
）
は
竣
工
予
定

お
知
ら
せ

市
役
所
及
び
直
営

診
療
所
の
業
務
を

次
の
と
お
り
臨
時

休
業
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す

八
月
十
五
日
午
後

〃
　
十
六
日
経
日

〃
二
十
七
日
　
〃

　　　一講演会案内
　’世界の火薬庫　中東はどこへゆく、

1・講師　霧騒犠嬰今立鉄夫氏

1・日時8月20日午後8時より
1．会場　十日町市公民舘



②（金曜日）昭和酪年8月15日りよだ政市町日十（魏鑛繍昌）第25号

重
要
施
設
の
充
實
圖
り

　
　
　
　
　
消
費
的
経
費
を
節
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
32

年
度
も

　
毎
年
市
財
政
事
情
を
年
二
回
公
表
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
批
判

を
得
併
せ
て
御
理
解
と
御
協
力
を
戴
き
、
よ
り
健
全
な
市
政
運
営
が
で
き

ま
す
よ
う
努
め
て
参
り
ま
し
た
．
今
回
の
公
表
は
決
算
額
に
つ
い
て
未
だ

畿
会
の
認
定
を
得
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
三
十
二
年
度
予
算
の
決
算

（
見
込
）
額
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
．

　尚昭

和
三
十
三
年
度
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
は
次
号
に
公
表
い
た

ま
し
す
か
ら
何
卒
乙
了
承
願
い
ま
す
。

昭
和
三
十
二
年
度
決
算

－1“”－”1”■”1”－lll旧”川■1”旧1”ll■ll”1■1””■1””－lll”■lll旧””1■””1■ll”1■

　
　
一
般
会
計

　
才
入
決
算
見
込
総
額
二
一
九
、
七

九
一
千
円
才
出
決
算
見
込
総
額
二

一
八
、
五
五
六
千
円
差
引
一
、
二

三
五
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　
左
の
よ
う
な
黒
字
決
算
の
昆
込
を

得
ま
し
た
こ
と
は
才
入
に
お
い
て
調

定
額
に
対
し
て
九
〇
、
五
九
％
で
あ

っ
た
こ
と
と
交
付
税
が
増
額
さ
れ
た

こ
と
、
及
び
才
出
に
お
い
て
極
力
消

費
的
経
費
の
節
減
を
図
，
た
こ
と
等

に
よ
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
二
年
度
に
実
施
し
ま
し

た
主
な
る
扇
業
を
拾
っ
て
み
ま
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
千
円
）

　
　
土
禾
関
係
事
業

道
路
災
害
復
旧
　
　
　
三
、
二
七
二

道
路
新
設
改
良
　
　
二
〇
、
O
八
八

橋
架
新
設
改
良
　
　
　
四
、
四
八
八

道
路
、
橋
架
新
設
改
良
賃
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
、
七
山
ハ
四

治
水
堤
防
　
　
　
　
　
一
、
九
五
三

　
消
防
関
係
事
業

移
動
無
線
局
　
　
　
　
　
　
二
四
〇

司
搬
動
力
ボ
ン
プ
の
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
『
七
一
〇

防
火
水
槽
　
　
　
　
　
　
　
三
五
〇

　
教
育
関
係
事
業

学
校
建
築
　
　
　
　
一
二
、
七
一
五

学
校
用
地
購
入
　
　
　
　
　
二
〇
〇

教
昌
隅
住
宅
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
一
二
〇

　
社
会
及
び
労
働

　
関
係
事
業

失
業
対
策
　
　
　
　
　
三
・
九
七
〇

県
営
住
宅
負
担
金
　
　
一
、
一
〇
五

　
産
業
経
済
関
係

　
事
業

災
害
復
旧
　
　
　
　
　
一
、
四
〇
二

林
道
開
設
　
　
　
　
　
　
八
八
六

土
地
改
良
　
　
　
　
　
三
、
七
二
九

　
保
健
衛
生
関
係

　
事
業

共
同
便
所
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九

自
動
汲
販
車
　
　
　
　
一
、
二
四
七

雪
中
し
尿
貯
溜
槽
　
　
　
一
七
一

塵
芥
焼
却
場
復
旧
そ
の
他
　
四
四
二

伝
染
病
院
改
繕
　
　
　
　
　
三
四
〇

　
財
産
関
係
事
業

ご
み
捨
場
用
地
購
入
　
　
　
一
五
〇

黒
字
決
算

学
校
用
地
購
入
　
　
　
　
　
一
五
〇

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
五
九

　
そ
の
他

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
　
二
、
O
O
O

職
員
寮
　
　
　
　
　
　
　
五
三
六

等
で
あ
り
ま
す
．
尚
こ
れ
を
大
別
し

ま
す
と
補
助
災
害
復
旧
事
業
七
六
六

千
円
　
一
般
補
助
事
業
二
七
、
七
〇

七
千
円
　
失
榮
対
策
事
業
三
、
九
七

〇
千
円
　
単
独
災
害
事
業
三
、
九
〇

八
千
円
一
般
単
独
事
業
二
、
九
四
一

五
千
円
計
六
五
、
七
六
六
千
円
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ば
才
出
総
額
の
三

し
ま
す
と
七
％
、
事
藁
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
．

　
決
算
見
込
額
の
詳
細
数
字
は
別
表

に
掲
載
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
．

特
別
会
計

　
　
国
民
健
康
保
険

纂鞭

繍まし

て
…

｝年
度
も
昨
年
に
引
続
き
九
二
九
千
円

一
の
黒
字
決
算
に
な
り
ま
す
。

　
　
国
保
直
営
診
療

　
　
施
設
勘
定

一
五
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

す
．
三
十
二
年
度
の
患
者
取
扱
件
数

、
等
ご
参
考
に
詳
細
掲
載
し
て
お
き
ま

し
た
。

　
　
国
保
吉
田
診
療

　
　
所
新
営
費

｝
現
伍
ま
で
の
診
療
所
は
老
朽
化
し
ま

O
％
に
当
り
、
三
十
一
年
度
と
比
較
一
し
た
の
で
予
算
一
、
二
六
三
千
円
に

況債　の状
（33・3．31現在）

劉盤

ガく遭庸

て
建
築
し
近
代
的
な
診
療
所
が
で
き

市
民
の
医
療
機
関
と
し
て
活
灘
い
た

し
て
お
り
ま
す
．
建
物
の
構
造
は
木

造
平
屋
建
セ
メ
ン
ト
瓦
葺
三
〇
坪
。

　
　
公
盆
質
屋
特
別

　
　
会
計

市
民
の
小
口
金
融
と
し
て
発
足
い
た

し
ま
し
た
質
屋
も
年
友
利
用
者
も
増

一
加
し
蓬
年
中
鴛
簸
八
九

一
件
　
貸
付
点
数
一
、
九
〇
〇
点
、

貸
付
金
額
一
、
四
八
三
千
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

上
水
道
特
別
会
計

＝
手
二
震
に
器
し
ま
し
た
嚢

一
及
ぴ
扇
業
費
は
ポ
ン
ブ
施
設
三
、
六

六
九
千
円
、
送
水
施
設
二
一
、
九
二

四
千
円
、
浄
水
施
設
三
三
四
千
円
、

一
市
民
負
担

一
市
財
政
の
最
も
大
切
な
慢
割
を
も

7
お
り
ま
す
市
税
の
護
箔
割

市

3800〃チ刃

市税調定額及び納入状況

　　（33・3・31現在）

　　　　　　　　　信八先
　　⑰彦耀瀞修
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　7糊●受　頭κ
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配
水
施
設
七
、
二
四
一
千
円
、
用
地

物
件
補
償
一
、
八
〇
四
千
円
・
そ
の

他
二
、
〇
二
八
千
円
、
計
三
七
、
O

O
O
千
円
で
あ
り
ま
し
て
、
給
水
戸

数
六
五
戸
、
給
水
量
一
、
八
七
五
弐

決
算
額
は
九
六
千
円
の
黒
字
と
な
り

ま
す
．

　
　
産
業
育
成
資
金

　
　
特
別
会
計

中
小
企
業
の
小
口
貸
付
と
し
て
運
営

さ
れ
て
い
る
此
の
会
計
の
利
用
者
も

極
め
て
多
く
、
三
十
一
年
度
貸
付
件

数
九
七
五
件
、
貸
付
金
三
六
、
二
五

〇
千
円
、
三
十
二
年
度
貸
付
件
数
七

．
七
五
件
、
貸
付
金
額
三
五
、
二
四
六

千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
決
算
額

は
『
〇
六
四
干
円
の
黒
字
と
な
り

ま
す
。の

状
呪

合
は
、
市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
料

に
つ
い
て
昭
和
三
十
二
年
度
は

　
市
税
一
入
当
　
　
二
、
六
七
二
円

　
保
険
料
一
人
当
　
　
　
五
二
〇
円

と
な
り
ま
し
た
。
詳
細
年
次
別
比
較

を
別
表
に
掲
げ
て
お
き
ま
し
た
。

市
税
の
納
入
率

九
〇
・
五
九
％

　
市
税
の
納
入
率
は
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
ま
し
て
九
〇
・
五
九
％
の

好
成
績
で
あ
り
ま
し
た
が
、
も
う
一

息
今
後
の
ご
協
力
を
切
躍
申
上
げ
ま

す
．

．
●

ロ
一

鑑
獄繋編

曝
2

　
　
　
7

2タ47加彰町

627429342鋼

　昭和32年度一般会計決算書
才入の部　　　　　　　　　（単位千円）

予算現額才入構成
に比し増減比　　％

市税及国民健康保険料負担状況
丁
昭 和30年 度　l　T昭和31奪度　1昭和32年度
調定薪層匡聯 調諭 一人当i喜噸謙類F人当1薯讐区分

　　　　干i　円　円
15’631…2’672115？307

22，492 52012，977

　　　円 　　　　干1　　　円1　　　円
4，225 107，801i2，473114愛562
　　　　 　　　　　1

3，523：22，690：52013，065

04，21毒12．41唱
税布

！

市
債
の
状
況

　
市
の
重
要
施
設
の
扇
業
費
の
財
源

は
ほ
と
ん
ど
大
蔵
省
、
郵
政
省
な
ど

か
ら
起
債
を
得
て
そ
の
推
進
を
図
っ

て
お
り
、
昭
和
三
十
二
年
度
ま
で
で

籍
七
九
・
茜
八
千
嬰
賃

各
種
別
ご
と
に
見
ま
す
と
別
表
図
表

の
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61，400△21，97039，430 39，435　5産業育成資金　17，079　　　0　17・079118，182　L103　 計 　 ！129，492△2〔），116 匙09・37σ 105・Q37ム 一4－努39

双
乃
併
⑳
劔
駕
⑳
瀬
澱
護
り
鰻
那
瀞
o
ぼ
沿

一
1
0
4
6
2
2
3
9
0
0
0
1
5
0

　
（
∠
　
　
－
尋
2
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

4
8
3
9
2
5
0
3
7
警
4
8
9
7
0

7
7
5
4
0
0
6
6
8
3
4
3
7
9
6

　
2
3
2
7
2
1
8
　
　
　
　
4
6

　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
Q
／

8
1
0
書
1
0
9
1
5
4
7
8
1
0
6

8
5
6
0
3
4
1
8
3
6
0
書
6
5

2
3
5
4
1
1
1
6
6
6
2
2
1
　
5

4
5
9
5
9
7
0
1
　
　
4
1
8

　
　
　
　
　
ら
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　
　
ヌ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
…

2
9
3
0
3
5
9
4
2
5
1
6
0
7
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
…

ろ
　
コ
ぢ
　
　
ア
　
り
　
　
ら
ニ
　
　
ハ
フ
コ

3
誇
の
泊
潟
3
忍
5
7
6
今
、
尼
ゆ
’
2
…
3
5
㎜

4
4

5
9
3
5
5
0
引
7
刎
1
4
M
2
8
㎜
。
2
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
…

0
α
Z
O
3
3
0
6
3

7
21
6
3
3

8
6
9
7
3
9
7
2
5
9
5
3
5
3
「
…

2
0
0
2
8
5
2
5
1
　
　
　
6
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
…

6
1

2
1
　
1
　
　
　
1
1
9
一

　
　
　
　
△
　
　
　
　
　
　
△

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
㎜

2
9
6
9
8
9
8
7
8
9
5
4
0
3

8
6
1
8
9
3
0
1
6
9
9
5
0
5
8

0
5
8
5
5
2
7
3
1
4
1
2
6
7
3

4
9
9
3
9
2
6
0
1
　
　
4
4
1
8

　
3
2
4
3
2
　
　
　
1
0

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∠

　　歳出　　
（単位千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科　則論，群撃姫算麟決算額薄残高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民健康保険　40，1861　1，107141，29337，191　　4・102
　困保直営診療所　6，48G　234i6・714 6・238　　476
　公益質屋3，5961　0 3，5961，783　L813
　国録言田こト苺所新誉　　　　7511　　　513 　　l，264 　　1，263　　　　　　　1

融轟資瓢1：69　△2L978i？9：認摺9△　警善
　　　　言†　　　　　　　1∠9，4921△20，η611t）9，3761102，931　　　　6，445

　　　　　　　　　歳入、歳出残高　　2。106千円

夏
休
み
も
半

分
終
つ
た

長
い
と
思
っ
た
夏
休
み
も
な
か
ば

0
5
4
0
1
4
1
0
2
4
0
0
ー

ア
　
ヨ
　
　
ろ
　
　
ア
の
む
り

も
じ
う
　
　
ア
　
　
の
　
フ
ア

一
…
の
・
・
・
　
…
　
　
田

一
B
3
7
1
4
2
9
5
4
1

0
2
9
1
9

一
胴
7
d
引
ま
q
2
8
0
－
鎚

27
25
45
62
77
四
8
3
8
3
2
8
9
9
鎗
躍

6
8
1
4
1
6
5
0
0
8

ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
コ
　
　
ハ
　

卿
ク
。
7
7
。
2
7
8
箕

8
5
3
9
1
5
0
8
2
§

5
2
1
7
3
7
0
2
6
0
7
8

，
　
，
　
　
　
　
　
，
　
，
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
一

4
5
　
　
6
3
4
4
2
9
』

　
　
　
　
ム

ノ
む
む
ぐ
　
　
り
う
ノ
む
　
ヲ
む
む
　
む
　
　
　

　
り
　
　
　
　
　
つ
フ
む
ア
む
　
　
　
の

ノ
　
レ
む
　
　
む
　
ぎ
　
む
つ
　
　
　
　
　

鳳
第
L
飢
凪
3
t
6
絃
億

ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
△
十
＋
△
△
△
△
　
十
吟
広

税
税
入
料
金
金
金
金
金
入
債
金

難
出
出
　
鰯
計

　
交
及
及
友
付
入
越
収
金

方
欝
麦
　
担
合

市
地
公
使
国
県
寄
繰
繰
雑
市
分

1
2
3
4
5
6
7
8
9
？
2

　
　
　
　
　
　
　
　
1
噌
1
1

才出の部　　　　　　　　　　　　　（単
科 目葎算欝磐蔚麺額顧額i序算残高

費
費
費
費
費
費
生
済
費
費
費
費
金
費

薪
鐵
査
㌦

会
防
木
育
働
　
　
産
調
挙
債
　
備

役
　
健
業
計
麦

　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
合

議
市
消
土
教
社
保
産
財
統
選
公
諸
予

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
，
4

肱
一
一
■
7
3
．
・
二
冒
7
．
？
．
融

一
つ

　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
D

　
　
　
　
　
掴

　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
l

伽

こ
　
　
つ

　
“
、カ

…

漕
D
，
畠
り
・
臼
■
一
一
甲
9
・
偏
7
0
伽
一
障
6

二
学
期
の
学
校
菟
活
を
迎
え
る
よ
う

努
力
し
ま
し
よ
う
。

　
こ
れ
は
あ
る
牛
徒
の
ア
リ
の
観
察

を
記
ろ
く
し
た
も
の
で
す
．
み
な
さ

，
ん
も
何
か
を
研
究
し
て
み
ま
し
ょ

う
．

ア
リ
の
観
察

　
八
月
九
日
の
午
後
、
木
か
げ
の
涼

　
…
と
な
り
ま
し
た
。
残
り
を
よ
り
一
層

『
残
…
有
効
に
す
ご
し
た
い
も
の
で
す
．

　
　
　
休
み
で
な
い
と
つ
か
め
な
い
数
多

一
才
…

　
…
く
の
こ
を
を
学
び
と
る
た
め
に
今
ご

入
…
応
通
知
表
を
み
て
お
父
さ
ん
、
お
母

才
…

　
…
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
や
み

　
㎜
ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
㎜
　
夏
休
み
の
始
め
に
計
圃
し
た
い
ろ

㎜
い
ろ
の
こ
と
の
実
行
に
つ
い
て
も
話

㎜
し
合
い
ま
し
よ
う
．

…
　
そ
し
て
は
つ
ら
つ
と
し
た
気
持
で

し
い
所
に
友
だ
ち
と
三
人
で
む
し
ろ

を
し
い
て
休
ん
で
い
た
。
ナ
シ
を
も

い
で
食
べ
よ
う
と
し
て
木
に
登
っ
た

ら
、
ア
リ
の
群
れ
を
発
見
し
た
。
ど

こ
へ
行
く
の
か
と
思
っ
て
見
て
い
る

と
・
葉
の
裏
に
上
っ
て
い
っ
た
。
そ

こ
に
は
ア
リ
マ
キ
が
い
た
。
ぼ
く
た

ち
は
ア
リ
を
上
ら
せ
ま
い
と
し
て
、

木
の
幹
に
ト
リ
モ
チ
を
ぬ
り
ま
し

た
．
モ
チ
の
位
置
は
、
地
上
か
ら
一

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
．
モ
チ
の
幅
は
三

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
。
時
刻
は
午
後
四
時

ご
ろ
…
…
。

　
〔
観
祭
し
た
こ
と
が
ら
〕

0
　
モ
チ
よ
り
上
に
い
た
ア
リ
は
あ

わ
て
て
上
へ
も
ど
っ
て
い
っ
た
。
中

に
は
、
モ
チ
に
足
を
つ
け
て
動
け
な

く
な
う
た
の
が
五
六
匹
あ
っ
た
。
モ

チ
の
つ
か
な
い
後
足
を
ふ
ん
は
っ
て

モ
チ
に
く
っ
つ
い
た
前
足
を
引
き
ぬ

き
、
あ
わ
て
て
上
へ
も
ど
っ
て
い
く

の
も
あ
る
。
あ
と
か
ら
来
た
ア
リ
の

中
に
は
「
な
ん
だ
」
「
な
ん
だ
」
と

い
う
よ
う
に
モ
チ
に
ひ
げ
で
さ
わ
っ

て
み
る
も
の
も
あ
る
。

②
　
下
か
ら
来
た
も
の
は
、
上
う
て

い
こ
う
と
し
た
が
足
が
く
っ
つ
く
の

で
、
こ
れ
も
た
い
へ
ん
困
っ
た
よ
う

に
ま
た
下
へ
も
ど
っ
て
い
く
。

一
⑯
　
来
る
ア
リ
も
来
る
ア
リ
も
、
何

か
大
串
が
起
っ
た
よ
う
に
右
へ
行
っ

た
り
左
へ
行
っ
た
り
し
て
大
さ
わ
ぎ

を
し
て
い
る
。

④
ふ
と
み
る
と
、
下
か
ら
来
た
一

，
匹
の
ア
リ
が
口
で
砂
っ
ぶ
を
く
わ
え

て
モ
チ
の
上
に
く
う
つ
け
よ
う
と
し

一
て
い
る
。
前
足
を
モ
チ
の
上
に
つ
き

頭
を
思
い
き
り
ぐ
ん
と
伸
ば
し
て
砂

っ
ぶ
を
モ
チ
の
上
に
つ
け
た
。

⑤
翌
朝
八
時
ご
ろ
、
き
の
う
の
あ

と
を
見
る
と
幅
十
ニ
セ
ン
チ
ぐ
ら
い

の
道
が
完
成
し
て
、
そ
の
上
を
ア
リ

が
上
下
し
て
い
た
．
も
う
砂
つ
ぶ
を

運
ん
で
く
る
も
の
は
い
な
い
．

こ
う
し
て
ア
リ
は
自
分
で
作
っ
た
道

を
通
っ
て
、
前
と
同
じ
よ
う
に
ナ
シ

の
木
を
上
下
し
て
い
た
．
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